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概  要 

 

単層カーボンナノチューブ（SWCNT)は，炭素原子のみからなる直径数ナノメートルの円筒形の物質であ

る。炭素原子からなるため，化学的に安定な上，機械的強度も強く，また，電気伝導特性も優れており，電

子材料としても注目されている。さらに，構造により，金属にも半導体にもなることから，配線材料やトランジ

スタ応用が可能である。 

 我々のグループでは，化学気相成長（CVD)法による SWCNTの作製に取り組んできたが，新たに Ir（イリジ

ウム）を触媒に用いることで，直径が１ナノメートル程度以下の非常に細い直径の SWCNTを効率よく作製で

きることを発見した（図１）。 
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過去の報告では，CVD 法を用いた場合配向平均２ナノメートル程度以上の SWCNT しか得られないため，

本技術は細径の SWCNT を得るために非常に有用な手法である。 

 また，本手法により生成した SWCNT は基板に対して垂直に高密度で生成するため，細径の円筒状の物

質が配向して得られるという点でもユニークである。 
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図１ Ir触媒から成長した

単層 CNT 電子顕微鏡像 

図２ CVD法により作製した単層CNTの直径分布の比較．

本技術 CNT（赤）の直径が最も細く，直径分布狭い． 

 

図３ 単層 CNT の走査電子顕微鏡像．

単層 CNTが高密度垂直配向している  


